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資料１ 

資料１ 調査団員氏名、所属 
 
 
 
 
1-1 基本設計調査 
 
（1）総括   中村 浩孝 JICA無償資金協力部業務第一課 
 

（2）技術参与  大竹 晃行 総務省消防庁消防課係長 
 

（3）業務主任/消防計画 齋藤 賢 (財)日本消防設備安全センター 
 

（4）消防車両/機材計画 森住 敏光 (財)日本消防設備安全センター 
 

（5）調達計画/積算  大渕 雄興 (財)日本消防設備安全センター 
 

（6）通訳   上村 明 (財)日本消防設備安全センター 

 
 
1-2 基本設計調査概要説明 

 
（1）総括   中村 浩孝 JICA無償資金協力部業務第一課 
 

（2）技術参与  大竹 晃行 総務省消防庁消防課係長 
 

（3）業務主任/消防計画 齋藤 賢 (財)日本消防設備安全センター 
 

（4）消防車両/機材計画 森住 敏光 (財)日本消防設備安全センター 
 

（5）通訳   上村 明 (財)日本消防設備安全センター 
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資料 2 調査工程 
2.1 基本設計調査 
                      
No. 月・日 曜日 滞在地 調査・業務内容 備考 
1 8月 19日 日 移動 

東京/大
阪/ UB 

• 東京(羽田) 11：55（JL317）で大阪(関西空港)へ移動 
• 大阪(関西空港) 17：30（OM910）でモンゴル（UB）へ移動 

UB: 
ウランバートル 

2 8月 20日 月 UB • 在｢モ｣日本大使館訪問、調査概要、日程を説明し調査業務計画書を提出 
• JICA 事務所訪問、調査・計画実施上の留意事項の指示を受けるとともに、調査業務の詳細を
説明、調査業務計画書を提出 

• 首相府にて法務･内務省表敬訪問、法務･内務大臣兼首相代行及び、法務･内務省消防部長官と
面談、｢モ｣消防の現状･課題と日本の無償資金協力の意義の説明を受ける。 

• 財務･経済省を表敬訪問、｢モ｣国側無償資金協力受け入れ体制と、カウンターパートの確認 
• 法務･内務省消防庁及び UBFSを表敬訪問、調査概要、日程を説明 

UBFS: 
ウランバ－トル
市消防局 
 
 
 
 
 
 

3 8月 21日 火 UB • UBFS本部を視察、消防局幹部と打ち合わせ面談。法務･内務省消防庁と UBFS、さらに森林･
草原火災の消火業務に係る防衛省、農業産業省とのデマケの確認 

• UBFS本部及び第 10消防署を視察後、法務･内務省消防庁にて要請状内容の確認と、ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ
ﾚﾎﾟｰﾄを説明するとともに質問表を手渡し、調査への協力依頼 

• UBFS本部施設、指令室、分析室等、第 10及び第 11消防署の施設、機材等の視察、一次調査 

 
 
 
 
 

4 8月 22日 水 UB • 法務･内務省消防庁管轄下にあるﾒﾝﾃﾅﾝｽﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、UBFS第 26及び 29消防署を視察、施設･機
材等一次調査 

• 法務･内務省消防庁にてｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ及び質問表に係わる詳細協議 

 
 

5 8月 23日 木 UB • UBFS第 34、14，65消防署を視察、施設･機材等の一次調査  
6 8月 24日 金 UB • UBFS第 64消防署を視察、施設、機材等の調査を実施する。  
7 8月 25日 土 UB • UBFS 作業室にて収集資料、データの整理･分析及び詳細調査内容、追加質問事項に関する団

内打ち合わせ 
• UBFS ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄへの収集資料･データの分析結果の予備報告及び詳細調査内容、追加質問事項
に関する打ち合わせ 

 

8 8月 26日 日 UB • 法務･内務省消防庁・UBFS幹部及び UB市に隣接する中央州消防局長官と面談  
9 8月 27日 月 UB • UBFSにて UBFS幹部とミニッツ協議、ミニッツドラフト作成  
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10 8月 28日 火 UB • 法務･内務省消防庁にて法務･内務省消防庁及び UBFSとミニッツ協議及び確認 
• 財務･経済省へミニッツドラフトを提出 (官団員) 

 

11  8月 29日 水 UB • 財務･経済省にてミニッツ調印。 
• 官団員と伴に在｢モ｣日本大使館、JICA事務所を訪問し、調査の進行状況報告。 
• インフラ省管轄下にある国営企業第一バス公社（日本製バスを使ってのバス輸送事業を行って
いる）を視察、派遣されている JICA専門家（バス運営）からのﾒﾝﾃﾅﾝｽ施設･機材等の運営･運
用状況及び問題･課題等を聴取 

 

12 8月 30日 木 UB • 法務･内務省消防庁ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・分析室・無線施設の詳細調査  
13 8月 31日 金 UB • UBFS第 10、14，30、11、29、18及び 26消防署（UB市街地）を詳細調査(ｺﾝｻﾙ団員第一班) 

• インフラ省、民間防衛省及び気象庁を訪問し機材計画に必要な資料･データの収集(ｺﾝｻﾙ団員第
二班) 

 

14 9月 1日 土 UB • UBFS第 28、80，79及び 64消防署（UB市郊外）を詳細調査(ｺﾝｻﾙ団員第一班) 
• UBFS防火･防災査察の実施状況及び高層ビル内の消火設備の視察･調査(ｺﾝｻﾙ団員第二班) 

 

15 9月 2日 日 UB • UBFS既存通信システム･機材の詳細調査 
• 収集資料･データの整理･分析及び追加質問事項に関する団内打ち合わせ 

 

16 9月 3日 月 UB • UBFSと消防無線電界強度調実施に関する打ち合わせ 
• UB市警察本部車両ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを視察、施設･機材･体制を調査 
• UB市中央貨物駅を視察、貨物の積み下ろし施設･能力・通関等を調査。 
• UB市中央貨物駅から納入予定場所である UBFS本部までの輸送ルートを調査 
• NGO を通じ寄贈された既存の日本製小型消防車を使いゲル地区 2 箇所にて走行・走破・登坂
性能実験を実施 

 

17 9月 4日 火 UB • UBFSと収集資料･データの整理･分析及び追加質問事項に関する打ち合わせ。 
• 第一バス公社にて JICA専門家から第一、第二及び第三バス公社が使用している車両のﾒﾝﾃﾅﾝｽ
に関する資料・データを収集(ｺﾝｻﾙ団員第一班) 

• インフラ省管轄下にある国営企業第二バス公社（韓国製及びチェコ製バスを使ってのバス輸送
事業を行っている）訪問、ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの施設、機材、運用、問題、課題等の聴き取り調査
(ｺﾝｻﾙ団員第一班) 

• 通信電界強度テスト。UB市商工会議所ビル屋上に基地局用中継器を設置(ｺﾝｻﾙ団員第二班) 

 

18 9月 5日 水 UB • UBFSにて収集資料･データの整理･分析及び UBFS幹部と打ち合わせ(ｺﾝｻﾙ団員第一班) 
• 通信電界強度テスト。UB市郊外のチンゲルテー山（標高 1400m）に通信用中継器を設置し、

UB市内各所での受信強度テストを実施(ｺﾝｻﾙ団員第二班)。 

 

19 9月 6日 木 UB • UBFSにて収集資料･データの整理･分析及び UBFS幹部と打ち合わせ(ｺﾝｻﾙ団員第一班)。 
• バガヌール地区、バガハンガイ地区にて実施通信電界強度測定。 (ｺﾝｻﾙ団員第二班) 
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20 9月 7日 金 UB • JICA事務所への調査結果概要の説明と離｢モ｣報告。 
• 法務･内務省消防庁長官及び UBFS局長と調査結果及び国内分析、基本設計作業への方針に関
する確認及び打ち合わせ。 

 

21 9月 8日 土 UB • ホテルにて収集資料･データの整理、離｢モ｣準備。  
22 9月 9日 日 移動 

UB/ソ
ウル 

• UBから（OM301 9：00）、ソウルへ移動。  

23 9月 10日 月 ソウル • ソウル市消防局鐘路消防署の視察及び韓国製、日本製消防車両の聴き取り調査。 
• 同市消防局竜山消防署の視察及び韓国製、日本製消防車両の聴き取り調査。 

 

24 9月 11日 火 ソウル • ソウル市消防局麻浦消防署の視察及び韓国製、日本製消防車両の聴き取り調査。  
25 9月 12日 水 移動 

ソウル/
東京 

• ソウルから（JL952 13：30）、東京（成田）へ。  

 

2.2 基本設計調査概要説明 
 
No. 月・日 曜日 滞在地 調査・業務内容 備考 
1 12月 5日 水 移動 

東京/ 
UB 

• 東京(成田) 12：25（JL951）でソウル(インチョン空港)へ移動。 
• ソウル(インチョン空港) 15：10（OM302）でモンゴル（UB）へ移動。 

 

２ 12月 6日 木 UB • 在「モ」日本大使館訪問、基本設計概要書に基づき、本計画の概要を説明 
• JICA事務所訪問、基本設計概要書に基づき、本計画の概要を説明 
• UBFS本部にて、スケジュールの確認基本設計の経緯について説明 
• 財務経済省表敬を表敬訪問、｢モ｣国側無償資金協力受け入れ担当者とミニッツ日程の確認及び
事務手続関係について打合せ。 

• 第 34消防署視察、建築状況を確認 

 

3 12月 7日 金 UB • 消防局との協議 
• 法務内務副大臣表敬、基本設計概要書について説明 
• UBFS本部にて、UBFS幹部と基本設計概要書の内容､記述について協議 

 

4 12月 8日 土 UB • 団内会議  
5 12月 9日 日 UB • UBFS本部にて、カウンターパートと機材仕様書(案)について協議 

• UBFS幹部とミニッツドラフト協議、作成 
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6 12月 10日 月 UB • UBFS本部にて、UBFS幹部と基本設計概要書の内容､記述について協議 
• 財務経済省にミニッツドラフト提出 

 

7 12月 11日 火 UB • 法務・内務省にミニッツ調印 
• 在「モ」日本大使館及び JICA 事務所を訪問し、基本設計概要書説明に対する法務･内務省の
及び UBFSの対応状況について報告 

 

8 12月 12日 水 移動 • モンゴル（UB）10：30（OM223）で北京へ移動 
• 北京 14：50（JL782）で成田へ移動 

 

 



資料 3 関係者及び面会者リスト 

 

1） 在モンゴル日本国大使館 

深沢 公史 一等書記官 

2)  JICA モンゴル事務所 

松本 賢二      所長 

雨貝 哲夫      次長 

3)  Ministry of Finance and Economy  

K . Amarsaikhan 経済協力局長 

L. Nasanbuyan 経済協力局事務官 

4)  Ministry of Infrastructure (MOI)  

L. Banzraghk 首席事務官 

5)  Ministry of Civil Defense Forces  

O. Urjin Major General 

6） Ministry of Justice and Home Affairs  

TS. Nyamdorj 大臣 

7） Ministry of Justice and Home Affairs Fire Fighting Department 

D. Khishigbaatar 長官 

K. Sultanikarim 首席査察官 

8） Fire Fighting Section of Ulaanbaatar City （UBFS） 

D. Batbaatar 局長 

Y. Ishjamts 第 10 消防署長 

T. Enkhbold 第 11 消防署長 

D. Batmunkh  第 18 消防署長 

G. Tserennyam  第 14 消防署長 

J. Ganzorigt    第 26 消防署長 

B. Ravdandorj    第 30 消防署長 

D. Tsogt     第 29 消防署長 

B. Bayarsaikhan   第 64 消防署長 

Kh. Damjin    第 28 消防署長 

N. Altaikhuu      第 34 消防署長 

Kh. Bayarsaikhan  第 65 消防署長 

S. Enhdavaa    第 80 消防署長 
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9） Ulaanbaatar Police Department (Maintenance Section) 

G. Choidog  Director 

10） Ministry of Nature and Environment 

L. Natsagdoji  Director 

11)  Bus Company No.1 of Ulaanbaatar City 

W. Dawyereh  Director 

大原 一夫  JICA 専門家（バス運用） 

12) Bus Company No.2 of Ulaanbaatar City 

S. Tumurbat   Director 

13)  Gal Impex Trade and Production Company 

N. Boiroi  Director 

14)  NIC Co. 

A. Lkhagvadorj        Chairman 

15)  韓国ソウル市消防局 

権 金萬  鍾路消防署行政課長 

朴 貞阮  竜山消防署長 

陳 英助  麻浦消防署行政課長 

16)  Private Companies 

D. Enkhbat   Director , Mongolian Express Co., LTD. 

D. Enkhbayar   Sales Manager, IFFC 

Ts. Enkhsaikhan Tariff Manger, Mongolian Trans Co., LTD. 
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